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シーリング・マスキングテープ 

No.2480 
 

１．概要： 

このテープは、厚さ 0.07mm の青色平面紙に、アクリル系粘着剤を塗布した片面粘着テープです。 

 

 

２．構造：  

 

                       

                             

                             

                             
粘着剤：アクリル系 

基材：青色平面紙 

（0.07mm 厚） 

 

３．物理的特性：                                

項   目 単位 測  定  値 

テープ厚 ｍｍ ０．０９ 

引張強さ Ｎ/cm ３４．０ 

伸び ％ ８ 

粘着力（１８０度方向） Ｎ/cm １．５ 

注１）測定条件は、後述の“６．測定条件”を御参照下さい。 

注２）上記数値は測定値であり、保証値ではありません。 

 

 

４．特徴： ①強度に優れた基材を使用しているため、テープ剥離時にななめ切れしにくい。 

        ②直線性に優れた基材を使用しているため、真っ直ぐに貼りやすい。 

        ③基材は腰がありしっかりとしているが、手切れ性にも優れている。 

        ④巻き戻し力が軽いので、長時間の作業でも疲労感が少ない。 

        ⑤粘着力，保持力に優れた粘着剤を使用しているため、サイディングボード等の 

着きにくい被着体でも貼り付けしやすい。 

 

 

５．用途案： ・サイディングボードのシーリング施工時のマスキング 

・一般塗装マスキング 

 

 



６．測定条件 

 
厚さ；  ０．００１ｍｍ表示のダイヤルシックネスゲージ 

 

粘着力； 

試験片 ：幅２５ｍｍ、長さ約２５０ｍｍのテープ。 

被着体 ：ＳＵＳ３０４を２８０番の耐水研磨紙で均一に研磨したもの。 

圧着方法：２ｋｇゴムローラーを用い、３００ｍｍ／分の速度で１往復圧着する。 

測定方法：圧着後２０～４０分の間に、１８０度方向に３００ｍｍ／分の速度で引き剥がし、その抵抗を測定する。 

 

引張強さ； 

試験片 ：幅２５ｍｍ、長さ約２００ｍｍのテープ。 

測定方法：チャック間隔１００ｍｍ、引張速度３００ｍｍ／分で試験片を引張り、破断時の応力を測定する。 

 

伸び； 

試験片 ：幅２５ｍｍ、長さ約２００ｍｍのテープ。 

測定方法：チャック間隔１００ｍｍ、引張速度３００ｍｍ／分で試験片を引張り、破断時のチャック間隔を測定する。 

計算方法： 
破断時のチャック間隔（ｍｍ）－１００ 

×１００ 伸び（％）＝ １００ 

 

      

以上 

 

 
 

 

仕様及び外観は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。本書に記載してある事項、技術上の資料並びに勧告はすべて、当社の信頼している実験に基づいて

いますが、その正確性若しくは完全性について絶対的な保証はしません。使用者は使用に先立って製品が自己の用途に適合するか否かを判断し、それに伴う危険と責任もす

べて追うものとします。売主及び製造者の義務は不良であることが証明された製品を取り替えることだけであり、それ以外の責任はご容赦ください。本書に記載されていない事

項若しくは勧告は、売主及び製造者の役員が署名した契約書によらない限りは当社は責任を負いません。 
 

●<３M>は、3M 社の商標です。 
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